
・第４次河内長野市行財政改革大綱の「協働型行政の推進」、「行政運営の改革」、「持続可能な財政構造の実現」の３
つの改革の視点から、「みんなで一緒につくるまち」を合言葉に、体質改善型の不断の取組みにより、わがまちの魅力
アップを図る。
・市が実施する事業について行政評価を実施し、市民サービスの向上と限られた資源の有効活用を図る。

・第５次総合計画を実効性ある計画とし本市を将来にわたって持続的に発展させていくため、平成２８年３月に
策定した行政経営改革プランに基づいて行政評価を軸とした行政経営の仕組みを構築し、財源の範囲内で施
策の選択と集中と事業の組換えを進める。今後の
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計画的な行政運営のための仕組みを構築する行財政運営
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事業： 行財政改革事業 0408
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B

本事業は行財政改革大綱に基づき、行政運営の仕組みを絶えず改善して
いくものであり、大変貢献している。A

限られた財源の範囲内で、施策の選択と集中や事業の組換えを進める行
政経営の仕組みを構築するため、行政評価の実施方法等のさらなる改善
等が必要であるため。
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・第４次行財政改革大綱に基づく体質改善型の行財政改革の取組みを着実に推進する。
・平成２６年度に実施した事業の成果について適切な評価を実施することで、次年度以降の改善につなげるとともに、評
価結果等をより見やすく分かりやすい形式で公表する。
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